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※一般会計…行政運営の基本をなす経費を中心として計上されており、市の予算の本体となるもの。

一般会計一般会計のの予算予算ををPICK UP！PICK UP！

438億6,289万5千円
（前年度比16億4,521万6千円の増）

市の
予算総額

かしまに芽吹く、令和５年度予算案が可決しました！かしまに芽吹く、令和５年度予算案が可決しました！

一般会計予算額 234億4,900万円 （前年度比５億3,100万円減）
歳入…個人所得の増や経済情勢の回復、東日

本大震災復興特区課税免除の終了等による
市税（皆様からの税金）の増（３億6,604万
４千円の増）や、地方消費税交付金が増加
した一方、新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金の皆減をはじめとした
国庫支出金の減（４億9,170万８千円の減）
や、実施事業の精査によって市債が減少（８
億8,900万円の減）しました。

歳出…民生費では、地域子育て支援センター
整備の完了等による減少（３億5,515万７千
円の減）がありましたが、新可燃ごみ処理
施設等の建設や公共施設の老朽化に伴う維
持管理・老朽化対策・更新、さらには電気
料の高騰による光熱水費などの歳出が増加
しました。

市民の生命と暮らしを守る立場に立っ
て、一人暮らしの高齢者も安心して暮
らせるよう市政運営を行うべき。
行財政改革について早期に成果を出し
て公共施設の長寿命化やインフラ整備
の予算増額を行うべき。
労働者協同組合法に係る取組みを早急
に開始し、市民の底力を十分に活用し
ながら公共サービスの充実を図るべき。
厳しい財政状況の中、市民に寄り添っ
た予算であり最大限の効果が出るよう
努めるべき。
持続可能な財政運営を目指し、歳入の
確保や事業の断捨離により市民サービ
スのさらなる充実を期待する。
ふるさと納税の強化による歳入確保や
地域子育て支援センターによる宮中地
区の活性化、巨費を投じる新可燃ごみ
処理施設の運営に着実に取り組むべき。
これまでの反省などを踏まえて新たな
取組も見える予算内容であり、議会と
執行部が力を合わせて進めていくべき。

（市税）
皆様からの税金
���億�,���万�千円　
　（��.�％）

（市税）
皆様からの税金
���億�,���万�千円　
　（��.�％）

（民生費）
福祉や子育て支援の
充実のために
���億�,���万�千円　
　（��.�％）

（民生費）
福祉や子育て支援の
充実のために
���億�,���万�千円　
　（��.�％）（総務費）

組織管理や防災、広報に
��億���万�千円　
　（�.�％）

（総務費）
組織管理や防災、広報に
��億���万�千円　
　（�.�％）

（衛生費）
予防接種や健診などの
保健衛生やごみ処理などに
��億���万�千円　
　（��.�％）

（衛生費）
予防接種や健診などの
保健衛生やごみ処理などに
��億���万�千円　
　（��.�％） （教育費）

学校や生涯学習のために
��億�,���万�千円　
　（��.�％）

（教育費）
学校や生涯学習のために
��億�,���万�千円　
　（��.�％）

（土木費）
道路などの土木工事などに
��億���万�千円（�.�％）

（土木費）
道路などの土木工事などに
��億���万�千円（�.�％）

（公債費）
借りているお金の返済に
��億�,���万�千円（�.�％）

（公債費）
借りているお金の返済に
��億�,���万�千円（�.�％）

（消防費）
消防活動のために
��億�,���万�千円（�.�％）

（消防費）
消防活動のために
��億�,���万�千円（�.�％）

（農林水産業費）
農業、畜産業、林業、水産業の振興に
�億�,���万�千円（�.�％）

（農林水産業費）
農業、畜産業、林業、水産業の振興に
�億�,���万�千円（�.�％）

（議会費）議会の運営のために
�億�,���万�千円（�.�％）
（議会費）議会の運営のために
�億�,���万�千円（�.�％）

（商工費）
商いや観光を盛り上げるために
�億�,���万円（�.�％）

（商工費）
商いや観光を盛り上げるために
�億�,���万円（�.�％）

入るお金
���億�,���万円
入るお金

���億�,���万円

使うお金
���億�,���万円
使うお金

���億�,���万円

（国庫支出金）
国が負担したお金
��億�,���万円　
　（��.�％）

（国庫支出金）
国が負担したお金
��億�,���万円　
　（��.�％）

（県支出金）
県が負担したお金
��億�,���万�千円　
　（�.�％）

（県支出金）
県が負担したお金
��億�,���万�千円　
　（�.�％）

（国県交付金・税）
国や県から
交付されるお金
��億���万�千円
（��.�％）

（国県交付金・税）
国や県から
交付されるお金
��億���万�千円
（��.�％）

（市債）
借りるお金
�億�,���万円　
（�.�％）

（市債）
借りるお金
�億�,���万円　
（�.�％）

（諸収入）給食費などの諸収入
�億�,���万�千円（�.�％）
（諸収入）給食費などの諸収入
�億�,���万�千円（�.�％）

（繰入金）各種基金からの取り崩し金
�億�,���万�千円（�.�％）
（繰入金）各種基金からの取り崩し金
�億�,���万�千円（�.�％）
（その他）使用料・手数料や分担金など
�億�,���万�千円（�.�％）
（その他）使用料・手数料や分担金など
�億�,���万�千円（�.�％）

（労働費・災害復旧費・諸支出金・予備費）
その他　�億�,���万�千円（�.�％）
（労働費・災害復旧費・諸支出金・予備費）
その他　�億�,���万�千円（�.�％）
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予算
審査

鹿嶋市議会の予算審査では、３つの分科会に
分かれ、令和５年度の予算を詳細にチェック。
さらに６つの事業を抽出し、市に対し提言な
どを行いました。

総務生活分科会 委員長：池田芳範  副委員長：栗林京子
委　員：内田政文、立原弘一、河津亨、舛井明宏

詳細は
コチラから

【令和５年度の事業内容】
　自治体への寄附額に応じて所得税や住民
税から一定の控除を受けられる「ふるさと納
税」制度を推進する事業。また特定の事業に
対して共感を得て寄附を募るクラウドファン
ディング型ふるさと納税や企業版ふるさと納
税を実施し、市の取組の発信、事業に係る財
源の調達を図る。

【令和５年度の事業内容】
　コミュニティＦＭ（エフエムかしま）や
ホームページ・ＳＮＳ・アプリ等を活用し、
市民・在学者・在勤者への正確かつ充実し
た行政情報、即時性の求められる防災・災
害情報の提供を行う事業。また、観光客に
向け、魅力発信やイベント情報の提供も実施。

ふるさと納税推進事業
予算額1億2,654万4千円

（財源：市1億2,654万4千円）

地域情報発信事業
予算額3,362万5千円

（財源：市3,325万9千円、
その他36万6千円）

より多くの人が知りたいと思う情報を発信
すべき。

収支が黒字となるように工場の誘致など返
礼品の転換も含めて積極的に進めるべき。

動画や画像を効果的に活用すべき。ふるさと納税ポータルサイトの返礼品の表
示を写真や表現などで魅力が伝えられる方
法を模索すべき。

各種ＳＮＳの市公式アカウントを見つけて
いただけるような工夫を。

インターネットを介しての仮想空間も活用
すべき。

情報発信ツールにおいては、日本語だけで
なく外国語表記も取り入れるべき。

事務の効率化や地場産業の育成を踏まえた
返礼品を開発すべき。

ＳＮＳはフォロワー数等が着実に増えてい
るので目標値をさらに上げるべき。

鹿嶋市の取組に対して寄附を行いたいと思
える取組も考案すべき。

委員の意見委員の意見

詳細な報告書
はコチラから

詳細な報告書
はコチラから
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文教厚生分科会 委員長：樋口富士男  副委員長：川井宏子
委　員：飯塚俊雄、根崎彰、宇田一男、佐藤信成、内野敬仁

【令和５年度の事業内容】
　電子図書館を含む施設の利用促進を図り、
利用者にとってより便利で役立つ図書館を目
指す事業。令和５年度は、公立図書館の役割
や、市民の要望、社会的な動向等に配慮しな
がら、市民の文化、教養、調査・研究、レク
リエーション等に資する資料、郷土・行政資
料を収集する。また電子図書館のコンテンツ
充実に努める。さらには「かみしばい」「お
はなし会」「こども映画会」「読み聞かせの会」
等のイベントを継続して開催していく。

【令和５年度の事業内容】
　子育て中の親子が気軽に立ち寄り、ほか
の親子と交流できる地域の子育て支援拠点
として、地域子育て支援センターを開設運
営するための経費。主に未就園児（未就園
の兄弟のいる小学3年生以下の子どもを含
む）とその保護者を対象に、地域の親子が
相互交流できる場（園庭や室内）を提供す
るとともに、子育てについての相談や情報
の提供、助言等の援助を行う。その他、親
子イベントや子育てサークルの支援につい
ても実施する。

図書館運営経費
予算額7,018万9千円

（財源：市6,995万3千円、
その他23万6千円）

地域子育て支援セン
ター運営経費
予算額1,673万6千円

（財源：市259万9千円、国636万3千
円、県775万3千円、その他2万1千円）

当初予算の増額の主な要因としては、休日
開館に伴う人件費の増であり、職員の勤務
体制の確保に必要な経費として妥当である。

市民の満足度を見るためにニーズ調査をす
べき。

駐車場は、隣接の市営駐車場との共用にな
るが、子育て支援の観点から、利用者が無
料で駐車できるよう配慮に努めること。

市として学校図書館の充実を掲げているた
め、知恵と工夫で予算確保に努めるべき。

今回の宮中地区への新築移転により、子育
て支援の向上と中心市街地の活性化にも寄
与することを期待する。

事業に関しては利用者の推移を見ながら適
切に進めていくべき。

開館日及び開館時間の拡大については、今
後の利用実績やニーズにより、将来的に検
討していく余地はある。

電算機借上料などの見直しにより図書購入
の費用等を確保すべき。

運営面での工夫を重ねながら、安全面にも
留意し、地域の子育て支援拠点としてより
効果的な運営ができるよう努めてほしい。

雑誌スポンサー制度だけではなく、ネーミ
ングライツ等、様々な手法の検討が必要。

委員の意見

詳細な報告書
はコチラから

詳細な報告書
はコチラから

新型コロナ対策で図書館から遠ざかってい
た利用が戻ってきている中、イベント設定
など、利用促進を図られることに期待する。

鹿嶋市地域子育て支援センター新築工事完成予想図

委員の意見

予
算
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都市経済分科会 委員長：坂本仙一  副委員長：笹沼康弘
委　員：田口茂、小池みよ子、山口哲秀、菅谷毅

【令和５年度の事業内容】
　市営団地施設の適切な管理を行い健康で
文化的な生活を営むに足りる住宅を提供す
ることを目的としており、市営５団地（三
笠山・港ケ丘・佐田・平井・平井東団地）
全270戸の施設管理をし、入居相談、申込・
受付・審査・入退去・修繕関係などの業務と、
経年劣化による破損個所の修繕のみならず、
耐久性・居住性の向上を図るための改修工
事を行い、施設の長寿命化や住環境の質の
向上を図るための事業。

大規模都市公園管理費
予算額2億139万4千円

（財源：市9,777万5千円、
国県5,415万円、地方債4,940万円、
その他6万9千円）

市営住宅管理費
予算額1億2,979万1千円

（財源：国県3,527万円、
地方債5,300万円、その他4,152万1
千円）

一般財源を使わずに事業を行っているのは
評価できる。木の遊び場、キャンプ場など、新たな利用

方法などを検討していただきたい。

新築を検討するときには、民間を利用せざ
るを得ないのではないかと考える。

それぞれの公園の特徴を活かしながら、引
き続き公園の管理をしっかり行ってほしい。

長寿命計画で今後改修を計画しているが、
今後の人口推移も併せて考えていくべき。年齢層によって公園へのニーズが違う。ス

タジアム周辺に子ども達向けの公園をとの
要望は多い。

必要なサービスであり、質の向上について
の課題はあるものの、収納率も高く全体と
して評価できる。

５～10年間の計画で、しっかりと予算を確
保して継続していくことが重要だと考える。

当面はなるべくリフォームで対応を。新築
の際は慎重に検討すべき。

都市整備部だけでなく、観光部署などとも
連携して、インバウンドなども含めた事業
となるよう工夫を。

委員の意見

詳細な報告書
はコチラから

詳細な報告書
はコチラから

委員の意見

【令和５年度の事業内容】
　市が管理する公園の中でも、主に１万㎡を
超える大規模な公園（鹿島城山公園、高松
緑地公園、津賀城址公園、卜伝の郷運動公園、
大野潮騒はまなす公園等）の維持管理を行い、
利用者が快適に過ごせる公園環境を保つた
めの事業。公園の日常的な管理を始め、植栽
や樹木管理などの景観維持、外灯やトイレ、
駐車場などの管理施設の修繕、工事等を行っ
ている。
　令和５年度は、日常管理のほか、公園長寿
命化計画に基づく改修工事に着手していく。
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

市長から提出された議案　２件

議 案 第 １ 号 令和４年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第９号）

歳入歳出それぞれ5,903万円を追加し、総額257億5,675万9千円とするもの。
歳入として、出産・子育て応援交付金による国庫支出金の増4,001万7千円、
同交付金による県支出金の増950万3千円、財政調整基金繰入金による繰入
金の増951万円を見込み、歳出として、出産・子育て応援金などによる子ど
も子育て支援事業の増5,626万円、システム改修委託料による保健衛生事務
経費の増200万円、通信運搬費などによる母子保健推進事業の増77万円を
計上。

原案
可決

報 告 第 １ 号
専決処分について（令和
４年度鹿嶋市一般会計補
正予算（第８号））

歳入歳出それぞれ374万3千円（マイナンバーカード交付に関する事務費）を
追加し、総額256億9,772万9千円とする補正予算について、令和５年１月４
日に専決処分を行ったので、地方自治法第179条第３項の規定により、議会
の承認を求めるもの。

原案
承認

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

市長から提出された議案　31件

議 案 第 ２ 号 令和５年度鹿嶋市一般会
計予算

歳入歳出予算の総額を、前年度比2.2％減（5億3,100万円減）の234億4,900
万円とするもの。

原案
可決

議 案 第 ３ 号 令和５年度鹿嶋市国民健
康保険特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、前年度比1.2％増（8,098万2千円増）の68億9,474
万4千円とするもの。歳入としては、国民健康保険税12億2,750万7千円、国
庫支出金241万1千円、県支出金49億1,875万円、繰入金6億9,262万4千円、
諸収入外5,345万2千円を見込み、歳出としては、総務費4,438万4千円、保
険給付費48億1,059万8千円、国民健康保険事業費納付金19億3,204万3千円、
保健事業費8,678万3千円、予備費1,000万円、諸支出金外1,093万6千円を計上。

原案
可決

議 案 第 ４ 号 令和５年度鹿嶋市後期高
齢者医療特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、前年度比13.1％増（1億923万6千円増）の9億4,307
万1千円とするもの。歳入としては、後期高齢者医療保険料7億4,885万2千円、
使用料及び手数料3千円、繰入金1億9,146万6千円、繰越金50万円、諸収入
225万円を見込み、歳出としては、後期高齢者医療広域連合納付金9億4,101
万8千円、諸支出金205万3千円を計上。

原案
可決

議 案 第 ５ 号 令和５年度鹿嶋市介護保
険特別会計予算

歳入歳出予算の総額を、前年度比3.9％増（1億7,903万4千円増）の47億9,982
万1千円とするもの。歳入としては、介護保険料11億9,503万5千円、国庫支
出金8億9,204万6千円、支払基金交付金12億4,899万1千円、県支出金6億8,710
万2千円、繰入金7億7,611万7千円を見込み、歳出としては、総務費4,742万
4千円、保険給付費44億6,726万4千円、地域支援事業費2億7,860万1千円、
保健福祉事業費200万円、諸支出金121万2千円、予備費300万円を計上。

原案
可決

議 案 第 ６ 号
令和５年度鹿島臨海都市
計画事業鹿嶋市平井東部
土地区画整理事業特別会
計予算

歳入歳出予算の総額を、前年度比143.7％増（1億2,500万円増）の2億1,200
万円とするもの。歳入としては、分担金及び負担金511万1千円、使用料及び
手数料1千円、財産収入2万円、基金繰入金2億586万7千円、前年度繰越金
100万円、諸収入1千円を見込み、歳出としては、都市計画費2億1,081万3千円、
公債費16万7千円、諸支出金2万円、予備費100万円を計上。

原案
可決

出産に係る相談支援事業や給付金事業
などの補正予算案を可決

新年度予算案などを集中審議

１月24日、令和５年第１回臨時会が開催されました。市長から提出された２件の議案を審議しま
した。議決結果は次のとおりです。

２月16日～３月14日の27日間、令和５年第１回定例会が開催されました。市長から提出された31
件の議案や、議会へ提出された１件の請願、委員会から提出された１件の意見書と２件の議案を
審議しました。議決結果は次のとおりです。

1 月
臨時会

３月
定例会

議
案
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

議 案 第 ７ 号 令和５年度鹿嶋市墓地特
別会計予算

歳入歳出予算の総額を、前年度比50.0％減（680万9千円減）の680万1千円
とするもの。歳入としては、使用料及び手数料316万5千円、財産収入4千円、
繰越金363万2千円を見込み、歳出としては、墓地管理費544万2千円、基金
積立金115万9千円、予備費20万円を計上。

原案
可決

議 案 第 ８ 号
令和５年度鹿嶋市公共料
金等集合支払特別会計予
算

歳入歳出予算の総額を、前年度比47.0％増（1億1,700万円増）の3億6,600
万円とするもの。歳入としては繰替金収入3億6,600万円を見込み、歳出とし
ては、需用費（光熱水費）3億3,500万円、役務費（電話料）3,100万円を計上。

原案
可決

議 案 第 ９ 号 令和５年度鹿嶋市水道事
業会計予算

収益的収入としては、水道料金等の営業収益17億5,872万3千円、消費税還
付金等の営業外収益1億8,672万2千円、総額で前年度比6.1％増（1億1,181
万8千円増）の19億4,544万5千円を見込み、収益的支出としては受水費、給
水施設等の維持管理費及び人件費等の営業費用16億7,186万2千円、企業債
利息等の営業外費用6,804万5千円、予備費500万円、総額で前年度比2.4％
増（4,142万2千円増）の17億4,490万7千円を計上。また、資本的収入とし
ては、企業債16億8,800万円、出資金2,000万円、補助金4億7,420万円、負
担金603万1千円、総額で前年度比106.5％増（11億2,836万7千円増）の21
億8,823万1千円を見込み、資本的支出としては、建設改良費23億3,388万6
千円、企業債償還金2億4,221万5千円、補助金返還金2,061万8千円、総額で
前年度比78.8％増（11億4,449万7千円増）の25億9,671万9千円を計上。なお、
資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額4億848万8千円は、消費税及
び地方消費税資本的収支調整額、建設改良積立金、過年度及び当年度分損益
勘定留保資金にて補填。

原案
可決

議 案 第 1 0 号 令和５年度鹿嶋市下水道
事業会計予算

収益的収入としては、営業収益7億2,596万3千円、営業外収益7億3,714万
3千円、総額で前年度比2.1％増（2,958万7千円増）の14億6,310万6千円を
見込み、収益的支出としては、営業費用13億4,793万4千円、営業外費用1億
963万8千円、特別損失10万円、予備費500万円、総額で前年度比4.5％増（6,327
万4千円増）の14億6,267万2千円を計上。また、資本的収入としては、企業
債3億7,445万5千円、他会計出資金1,550万円、国庫補助金3億530万円、負
担金及び分担金1,498万4千円、総額で前年度比41.9％増（2億988万7千円
増）の7億1,023万9千円を見込み、資本的支出としては、建設改良費7億3,827
万5千円、企業債償還金4億9,156万8千円、基金積立金1万1千円、総額で前
年度比24.7％増（2億4,396万9千円増）の12億2,985万4千円を計上。なお、
資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額5億1,961万5千円は、消費税
及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留保資金及び減債積立
金にて補塡。

原案
可決

議 案 第 1 1 号 令和５年度鹿嶋市農業集
落排水事業会計予算

収益的収入としては、営業収益1,990万円、営業外収益1億2,455万6千円、
総額で1億4,445万6千円を見込み、収益的支出としては、営業費用1億1,822
万4千円、営業外費用553万2千円、特別損失174万1千円、予備費100万円、
総額で1億2,649万7千円を計上。また、資本的支出として、企業債償還金3,080
万9千円を計上。なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額3,080
万9千円は、引継金、当年度分損益勘定留保資金及び当年度利益剰余金処分
額にて補塡。

原案
可決

議 案 第 1 2 号 令和４年度鹿嶋市一般会
計補正予算（第10号）

歳入歳出それぞれ7,845万円を追加し、総額258億3,520万9千円とするもの。
歳入の主なものとしては、固定資産税などによる市税の増2億8,731万7千円、
地方消費税交付金の増7,200万円、普通交付税などによる地方交付税の増1億
8,590万7千円などを見込み、歳出の主なものとしては、扶助費などによる自
立支援給付事業の増1億549万円、返還金などによる生活保護運営対策事業
費の増6,616万2千円、返還金などによる新型コロナウイルスワクチン接種経
費の増1億4,153万7千円などを計上。

原案
可決

議 案 第 1 3 号
令和４年度鹿嶋市介護保
険特別会計補正予算（第
３号）

歳入歳出それぞれ1,088万7千円を減額し、総額47億3,745万7千円とするも
の。歳入としては、国庫支出金の減2,508万3千円、県支出金の増119万9千
円、財産収入の増13万円、繰入金の増1,286万7千円を見込み、歳出としては、
保険給付費の増3,473万円、積立金の減4,561万7千円を計上。

原案
可決

議 案 第 1 4 号
令和４年度鹿島臨海都市
計画事業鹿嶋市平井東部
土地区画整理事業特別会
計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ1億4,108万3千円を追加し、総額2億2,803万3千円とする
もの。歳入としては、保留地処分金1億1,740万8千円、使用料及び手数料5千円、
前年度繰越金2,367万円を見込み、　歳出としては、総務費10万円、土地区画
整理費803万4千円を減額し、平井東部土地区画整理事業基金積立金1億4,921
万7千円を計上。

原案
可決

議 案 第 1 5 号 鹿嶋市個人情報保護法施
行条例

個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、同法の施行に関し必要な事項を
定めるため、条例を制定するもの。

原案
可決

議 案 第 1 6 号 鹿嶋市個人情報保護審査
会条例

個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、実施機関からの諮問に応じて審
査請求等の調査審議を行う鹿嶋市個人情報保護審査会を設置するため、条例
を制定するもの。

原案
可決

審査は  
  10ページ

審査は  
  10ページ
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

議 案 第 1 7 号
鹿嶋市地域子育て支援セ
ンターの設置及び管理に
関する条例

鹿嶋市地域子育て支援センターの新築移転に伴う施設の位置の変更のほか、
同施設の開所日、開所時間等を併せて見直すため、条例の全部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 1 8 号 鹿嶋市情報公開条例等の
一部を改正する条例

鹿嶋市個人情報保護条例の廃止に伴い、同条例を引用する規定の整理等を行
うため、関係する条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 1 9 号
鹿嶋市職員の育児休業等
に関する条例の一部を改
正する条例

地方公務員の育児休業等に関する法律等の改正に伴い、非常勤職員の育児休
業の取得要件等を緩和するため、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 0 号
鹿嶋市消防団員の任免、
定員、服務等に関する条
例の一部を改正する条例

消防団員の定数を見直すとともに、出動に係る報酬の増額により消防団員の
処遇の改善を図るため、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 1 号 鹿嶋市国民健康保険条例
の一部を改正する条例 出産育児一時金の引上げを行うため、条例の一部を改正するもの。 原案

可決

議 案 第 2 2 号 鹿嶋市営住宅条例の一部
を改正する条例

平井東部土地区画整理事業の換地処分に伴い、同事業地内にある市営住宅の
位置の表示を変更するため、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 3 号 鹿嶋市立学校設置条例の
一部を改正する条例

令和５年度から高松小学校と高松中学校において施設一体型の小中一貫教育
を実施することに伴い、高松小学校の位置を高松中学校の位置に変更するた
め、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 4 号

鹿嶋市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事
業並びに特定子ども・子
育て支援施設等の運営に
関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

児童福祉法の改正に伴い、幼保連携型認定こども園及び保育所の長の懲戒権
限の濫用禁止に関する規定の削除等を行うため、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 5 号
鹿嶋市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴い、家庭的保育事
業者による安全計画の策定の義務化等を行うため、条例の一部を改正するも
の。

原案
可決

議 案 第 2 6 号
鹿嶋市立幼保連携型認定
こども園の設置及び管理
に関する条例の一部を改
正する条例

平井東部土地区画整理事業の換地処分に伴い、同事業地内にある鹿嶋市立平
井認定こども園の位置の表示を変更するため、条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 7 号
鹿嶋市放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例
の一部を改正する条例

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の改正に伴い、放課後
児童健全育成事業者による安全計画の策定の義務化等を行うため、条例の一
部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 8 号 鹿嶋市運動施設条例の一
部を改正する条例

茨城県から譲与された新浜緑地多目的球技場を市の運動施設に加えるため、
条例の一部を改正するもの。

原案
可決

議 案 第 2 9 号
鹿嶋市地域子育て支援セ
ンター新築工事（建築工
事）の変更請負契約につ
いて

鹿嶋市地域子育て支援センター新築工事（建築工事）について、建設資材の
価格変動や設計変更等により請負金額に変更が生じたことから、変更請負契
約を締結するもの。

原案
可決

議 案 第 3 0 号 市道路線の認定について 平井東部土地区画整理事業地内に整備された道路50路線及び開発行為に伴い
帰属された宮中地内の道路１路線を認定するもの。

原案
可決

議 案 第 3 1 号 市道路線の変更について 整備に伴い平井東部土地区画整理事業地内及び鉢形地内の道路６路線を変更
するもの。

原案
可決

議 案 第 3 2 号 市道路線の廃止について 平井東部土地区画整理事業地内及び田野辺地内において機能を喪失した道路
４路線を廃止するもの。

原案
可決

　

議
案
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

請願と委員会から提出された意見書　２件

令 和 ５ 年
請 願 第 １ 号

住宅地における低周波音
発生機器の設置規制を設
ける請願書

近年、一般住宅にてエコキュートや床暖房など、低周波音を発生させるヒー
トポンプ等が取り付けられることが多くなった。それにより近隣住民が低周
波音被害を受け、不眠に始まる様々な健康被害に苦しんでいる。よって、以
下の内容について条例の制定を請願するもの。
①「社団法人 日本冷凍空調工業会」の発行した「騒音等防止を考えた家庭用

ヒートポンプ給湯機の据付けガイドブック」に基づいた設置場所を必ず厳
守すること。守らずに苦情を受けた場合は、必ず移設に応じること。

②ハウスメーカーは、施工主に苦情を受ける可能性があることを必ず伝え、
守らずに苦情を受けた場合は移動費用を払って移設しなければならないこ
とを告げること。

③ハウスメーカーは、移動工事をしたらその後の災害補償等は行わない等の
恐喝行為を施工主に行うことを禁止すること。

④すでに配慮のない設置をされ、苦情を申し出た住民に対し、ハウスメーカー
並びに施工者は、速やかにガイドブックに基づいた移動を行うこと。

⑤苦しみから逃れたい一心で移動工事費用を支払った被害者、引越しを余儀
なくされた被害者に対し、工事費用の返済等の救済をハウスメーカー並び
に施工者が行うこと。

趣旨
採択

意見書第１号
ヒートポンプ給湯器等の
低周波音による健康被害
の対策向上に係る意見書

国に対し、①低周波音による消費者被害の未然防止策として、関係業界団体
等との連携を密に、住宅業者や設置事業者への「家庭用ヒートポンプ給湯器
の据付けガイドブック」の周知徹底を図ること、②消費者安全調査委員会の
意見を踏まえ、都道府県単位で専門窓口を設置し、国、都道府県・市町村相
互の連携を強化し、被害者を孤立させない体制を整えること、③低周波音に
よる人体への影響について、欧州など諸外国の科学的知見の収集に努めると
同時に、それら等を駆使して一層の解明に向けた研究を促進することを強く
要望し、地方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出するもの。

【意見書の提出先：内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、
国土交通大臣、環境大臣】
議案の提出者：総務生活委員会

原案
可決

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結果

委員会から提出された議案　２件

第 １ 号 議 案 鹿嶋市議会の個人情報の
保護に関する条例

個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、同法、行政機関個人情報保護法、
独立行政法人等個人情報保護法の３本の法律が個人情報保護法に統合され
た。これにより、国の行政機関、地方公共団体の機関（議会を除く。）等にお
ける個人情報の取扱い等に関する共通ルールが規定される。その為、個人情
報の取扱いにおいて執行機関と差が生じないような議会独自の個人情報保護
条例の制定をするもの。

原案
可決

第 ２ 号 議 案 鹿嶋市議会委員会条例の
一部を改正する条例

令和５年４月の組織改編等に伴い、総務生活委員会における所管が変更となっ
たことから条例の一部を改正するもの。

原案
可決

  審査は
  10 ページ

意見書は
  15 ページ

請願・陳情・趣旨採択ってなあに？
　議会の仕組みのひとつとして、請願、陳情、趣旨採択について説明します。

請願・陳情とは？
　議会を通して市政や県政、国政に意見を伝える制度になります。年齢や資格など
の制限はありません。このうち、議員の紹介があるものを請願、紹介がないものを
陳情と言います。請願・陳情の提出方法等は、市議会ホームページをご覧いただくか、
議会事務局へお問い合わせください。

趣旨採択とは？
　請願・陳情に対する議会の意思決定は、基本的には「採択」か「不採択」の２種
類になります。ただし、請願についての願意は理解できても、実現性の面で確信が
持てない場合は「採択」とすることができないため、「趣旨には賛成である」という
意味の議決をすることがあります。その趣旨のみを取り上げることから「趣旨採択」
と呼ばれます。

議会
豆知識
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

■
議
案
第
14
号　

令
和
４
年
度
鹿

島
臨
海
都
市
計
画
事
業
鹿
嶋
市
平

井
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

問
平
井
東
部
の
未
処
分
保
留

地
の
面
積
及
び
金
額
は
。

答
残
っ
て
い
る
保
留
地
は
約

４
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
金

額
に
す
る
と
約
11
億
円
と
な
る
。

問
ど
う
い
っ
た
計
画
で
、
い

つ
頃
ま
で
に
処
分
が
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
現
在
、
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
17
区
画
、
約
２
億
円
の
売
り
上

げ
を
見
込
ん
で
い
る
。
い
つ
頃
ま

で
と
い
う
の
は
難
し
い
が
、
1
日

も
早
い
完
売
を
目
指
し
て
い
く
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
２
月
24
日
に
開
催
し
た
予
算

決
算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正

予
算
３
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
12
号　

令
和
４
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10

号
）問

道
路
整
備
予
算
に
係
る
国

庫
支
出
金
に
つ
い
て
県
の

配
分
の
仕
組
み
や
経
緯
は
。

答
国
庫
支
出
金
は
ま
ず
県
ご

と
に
割
り
振
ら
れ
、
県
が

各
市
町
村
の
要
望
に
よ
り
配
分
す

る
。
市
町
村
に
お
い
て
今
年
度
の

予
算
が
使
い
き
れ
ず
余
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
、
使
え
る
市
町
村
が

あ
る
か
調
査
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

市
と
し
て
事
業
の
進
捗
を
図
る
た

め
、
事
業
費
の
増
額
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

意
見
県
と
の
関
係
を
大
事
に
し
、

予
算
を
確
保
し
た
こ
と
に

つ
い
て
評
価
を
し
た
い
。

令
和
４
年
度
の

各
会
計
補
正
予
算
を
審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

市
職
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
改
正
条
例
や

低
周
波
音
に
関
す
る
請
願
を
審
査

業
務
の
引
継
ぎ
等
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
。

■
令
和
５
年
請
願
第
１
号　

住
宅

地
に
お
け
る
低
周
波
音
発
生
機
器

の
設
置
規
制
を
設
け
る
請
願
書

意
見
行
政
が
窓
口
と
な
り
仲
裁

し
、
請
願
者
の
救
済
に
当

た
る
べ
き
。

　

条
例
案
の
提
出
は
相
当
の
時
間

を
要
す
る
た
め
、
一
刻
も
早
く
被

害
者
を
救
う
手
段
を
考
え
る
べ
き
。

　

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
が

ら
現
実
的
な
解
決
方
法
を
見
出
す

べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
請

願
第
１
号
に
つ
い
て
は
全
会
一
致

で
趣
旨
採
択
※
と
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。

総 務 生 活 委 員 会
　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
５
件

の
議
案
と
１
件
の
請
願
を
審
査
し

ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
19
号　

鹿
嶋
市
職
員
の

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問
育
児
休
業
を
取
得
し
た
際

の
人
事
評
価
、
昇
給
、
有

給
休
暇
日
数
へ
の
影
響
は
。

答
影
響
は
な
い
。

問
育
児
休
業
中
の
給
与
は
。

答
給
与
が
支
給
さ
れ
な
い
代

わ
り
に
、
共
済
組
合
か
ら

育
児
休
業
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
。

意
見
育
児
休
業
取
得
者
の
生
活

支
援
や
待
遇
保
持
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
。

【
賛
成
討
論
】

　

育
児
休
業
取
得
者
の
業
務
内
容

を
把
握
し
た
上
で
、
所
属
内
で
の

※詳細は９ページ
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、
行
政
財

産
の
使
用
料
の
徴
収
条
例
と
他
の

施
設
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
設
定
。

意
見

施
設
の
専
用
許
可
に
当

た
っ
て
は
、
本
来
の
利
用
者

に
制
約
を
か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

配
慮
を
し
た
運
用
を
す
べ
き
、
民
間

事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
幅

広
い
子
育
て
支
援
や
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
情
報
提
供
等
に
努
め
る
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
９
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
令
和
５
年
議
案
第
17
号　

鹿
嶋

市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

問
施
設
の
開
所
時
間
を
、
現

行
の
「
９
時
か
ら
４
時
」

か
ら
、「
10
時
か
ら
５
時
」
に
変

更
し
た
理
由
に
つ
い
て
。

答
現
在
の
利
用
実
績
を
踏
ま

え
て
開
所
時
間
を
設
定
。

問
施
設
を
専
用
許
可
制
度
と

す
る
理
由
と
そ
の
利
用
料

金
設
定
の
根
拠
に
つ
い
て
。

答
原
則
無
料
だ
が
、
営
利
目

的
は
有
料
と
す
る
も
の
。

貸
出
規
定
に
よ
り
、
子
育
て
支
援

団
体
や
個
人
、
民
間
企
業
等
が
、

施
設
を
活
用
し
て
多
種
多
様
な
事

業
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
可
能
と

な
る
。
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を

鹿
嶋
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
な
ど
を
審
査

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
４
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
30
号　

市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て

問
平
井
東
部
土
地
区
画
整
理

地
内
の
市
道
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
住
宅
が
建
て
込
ん
で
き

た
り
し
た
場
合
、
事
故
の
危
険
性

が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

交
通
安
全
の
対
策
は
。

答
今
後
、
路
面
標
示
が
消
え
て

き
た
り
、
交
差
点
な
ど
の
見

通
し
が
悪
く
な
っ
て
き
た
際
に
は
、

看
板
の
設
置
や
更
新
な
ど
安
全
性
の

確
保
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

■
議
案
第
31
号　

市
道
路
線
の
変

更
に
つ
い
て

問
鉢
形
地
内
の
延
長
箇
所
は

道
路
に
高
低
差
が
あ
る
が
、

接
続
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
現
況
は
道
路
の
形
状
に

な
っ
て
お
り
、
す
で
に
通
行

可
能
で
あ
る
。

市
道
路
線
の
認
定
、
変
更
、
廃
止
を

審
査

■
議
案
第
32
号　

市
道
路
線
の
廃

止
に
つ
い
て

問
市
道
５
４
６
０
号
線
の
廃

止
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
認
定
廃
止
後
は
法
定
外
公

共
物
と
し
、
有
償
借
地
で

の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会
決算の

チェック

現地調査（平井東部土地区画整理地内）

現地調査（鹿嶋市地域子育て支援センター）

議案第30号 市道路線の認定について 市道 8655号線ほか50 路線

議案第31号 市道路線の変更について 市道 8318号線ほか5 路線

議案第 32号 市道路線の廃止について 市道 8327号線ほか3 路線
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質 問 者 質 問 項 目 掲載
ページ

川 井  宏 子
・給食の無償化について
・就学援助について
・自衛隊名簿除外申請は

12

小池  みよ子
・未回収ごみへの対応は
・ごみ袋の有料化は
・防災無線について

13

立 原  弘 一
・教育施設の耐震化は
・新型コロナについて
・若者が未来を描けるように

13

山 口  哲 秀
・スマートシティの進捗は
・プレミアム商品券の検証
・物価高騰への対応策を

14

飯 塚  俊 雄
・新スタジアムの進捗は
・現スタジアムの活用は
・東関道の鹿嶋延伸は

14

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て

問
川
井　

給
食
は
国
の
責
任
で
恒
久
的

に
無
償
に
す
る
べ
き
。
全
国
的
に
も
自
治

体
独
自
の
給
食
無
償
化
は
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
教
育
、
子
育
て
、
市
民
の
安
定
し

た
生
活
に
財
政
力
に
よ
る
格
差
が
生
ま
れ

て
は
な
ら
な
い
。
県
、
国
に
無
償
化
の
要

望
を
続
け
な
が
ら
も
、
市
独
自
で
の
給
食

無
償
化
を
進
め
て
は
い
か
が
か
。

答
教
育
長　

著
し
い
財
政
負
担
が
生
じ
、

市
独
自
で
行
え
な
い
た
め
、
自
治
体
間
で

格
差
を
生
む
こ
と
が
な
い
よ
う
学
校
給
食

の
制
度
権
者
で
あ
る
国
に
対
し
、
茨
城
県

の
連
合
会
を
通
じ
、
国
庫
負
担
に
よ
る
支

援
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
今
後
も
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
要
望
し
て
い
く
。

就
学
援
助
に
つ
い
て

問
川
井　

就
学
援
助
の
中
の
旅
費
分
は

旅
行
に
行
っ
た
後
に
返
金
さ
れ
る
が
、
旅

行
に
行
く
前
の
準
備
費
用
に
ま
と
ま
っ
た

お
金
が
必
要
と
の
声
が
あ
る
。
旅
行
の
準

備
に
間
に
合
う
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
。

答
教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

修
学
旅

行
費
に
つ
い
て
は
、
就
学
援
助
制
度
の
適

用
を
受
け
る
家
庭
に
と
っ
て
一
時
的
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
修
学
旅
行
実
施
後
に

市
か
ら
業
者
に
直
接
支
払
う
、
ま
た
は
修

学
旅
行
前
に
保
護
者
へ
概
算
払
い
を
す
る

な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

自
衛
隊
名
簿
除
外
申
請
は

問
川
井　

18
歳
の
名
簿
を
自
衛
隊
へ
提

出
す
る
こ
と
や
昨
年
か
ら
可
能
と
な
っ
た

除
外
申
請
に
つ
い
て
庁
内
に
掲
示
し
て
は

い
か
が
か
。
メ
ー
ル
、
L
I
N
E
で
の
周

知
や
申
請
簡
素
化
を
希
望
す
る
声
も
あ
る
。

答
総
務
部
長　

令
和
４
年
度
か
ら
当
該

本
人
の
情
報
を
自
衛
隊
に
提
供
す
る
情
報

か
ら
削
除
す
る
除
外
申
請
制
度
の
周
知
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
Ｈ
Ｐ
や
メ
ー
ル
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
加
え
、
広
報
紙
へ
も
掲
載
す
る
。

ま
た
第
１
庁
舎
玄
関
に
除
外
申
請
を
含
め

自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る
対
象
者
情
報

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
掲
示
す

る
。
申
請
簡
素
化
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル

等
か
ら
除
外
申
請
の
電
子
申
請
へ
つ
な
げ

る
よ
う
設
定
す
る
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員

　掲載した内容の詳細は、
鹿嶋市議会のホームペー
ジにある「議会録画配信」
をご利用ください。

この二次元バーコード
または各議員の顔写真
下の二次元バーコード
から一般質問の映像が
ご覧いただけます。

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来
に対する方針などについて質問したり、あるいは報告、説明を求めたりするものです。

一般 質問
質
問

ここが知りたい！
５人の
議員が
登壇 !
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未
回
収
ご
み
へ
の
対
応
は

問
小
池　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
発
生

し
て
い
る
不
分
別
に
よ
る
未
回
収
ご
み
に

対
す
る
市
の
対
応
は
。

答

 

市
民
生
活
部
長　

不
分
別
等
の
要

因
を
明
記
し
た
シ
ー
ル
を
貼
り
、
収
集
を

見
送
る
こ
と
で
排
出
者
に
対
す
る
注
意
喚

起
を
促
し
て
お
り
、
ま
ず
は
排
出
し
た
本

人
に
分
別
等
の
誤
り
を
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
自
ら
ご
み
を
持
ち
帰
り
、
改
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
。
一
定
期

間
を
過
ぎ
て
も
回
収
さ
れ
ず
、
悪
質
な
事

案
が
頻
繁
に
続
く
よ
う
な
場
合
は
、
行
政

区
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
者
と
協

議
し
な
が
ら
、
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

ご
み
袋
の
有
料
化
は

問
小
池　

ご
み
袋
の
有
料
化
に
よ
る
ご

み
減
量
化
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答

 

市
長　

ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ
い

て
は
、
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
や
再
生
利
用

等
に
よ
る
資
源
循
環
の
促
進
に
有
効
で
あ

り
、
国
に
お
い
て
も
行
動
変
容
を
促
す
政

策
と
し
て
推
奨
を
し
て
い
る
。
ご
み
の
有

料
化
は
、
市
民
に
直
接
負
担
を
求
め
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
実
施
の
時
期
や
内
容
に

関
し
て
は
、
慎
重
に
判
断
を
し
て
い
き
た

い
。防

災
無
線
に
つ
い
て

問
小
池　

防
災
無
線
が
聞
き
づ
ら
い
人

へ
の
対
応
は
。

答

 
市
民
生
活
部
長　

国
が
発
表
す
る

国
民
保
護
情
報
や
緊
急
地
震
速
報
、
津
波

警
報
な
ど
の
緊
急
情
報
に
つ
い
て
は
、
既

に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

と
連
動
し
、
Ｆ
Ｍ
か
し
ま
の
放
送
に
自
動

で
割
り
込
み
、
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
体

制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
に
、
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守

る
と
い
う
意
識
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
上
、

自
分
に
合
っ
た
様
々
な
手
法
で
防
災
情
報

等
の
取
得
に
当
た
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

防
災
意
識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

・
防
犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て

教
育
施
設
の
耐
震
化
は

問
立
原　

学
校
校
舎
、
幼
稚
園
、
保
育

園
、
公
民
館
な
ど
耐
震
性
に
不
安
は
な
い

か
。
一
人
た
り
と
も
犠
牲
者
を
出
さ
な
い

と
い
う
点
で
見
た
と
き
に
、
取
り
こ
ぼ
し

は
な
い
の
か
。

答
教
育
委
員
会
事
務
局
部
長　

市
立
小

中
学
校
17
校
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
を
基

に
構
造
体
の
耐
震
補
強
を
行
い
、
施
設
の

耐
震
化
率
は
現
在
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

る
。
幼
稚
園
、
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
日

常
の
安
全
点
検
と
し
て
内
外
壁
や
建
具
な

ど
の
状
態
確
認
、
定
期
点
検
と
し
て
柱
や

基
礎
を
含
め
た
施
設
全
体
の
安
全
確
認
を

行
い
、
危
険
箇
所
の
早
期
把
握
に
努
め
、

速
や
か
に
対
策
工
事
を
行
う
こ
と
で
園
児

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。
避
難
所
と

し
て
最
優
先
に
利
用
さ
れ
る
公
民
館
施
設

は
全
て
の
公
民
館
に
お
い
て
耐
震
基
準
を

満
た
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

問
立
原　

政
府
は
５
月
８
日
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
を
２
類
か
ら
５
類
に
変
更

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
感
染
症
対
策
担
当
参
事　

国
内
初
の

感
染
確
認
か
ら
３
年
が
経
過
す
る
中
、
今

回
の
決
定
は
、
今
後
の
大
き
な
転
換
点
と

捉
え
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
今
後
国
か

ら
発
出
さ
れ
る
内
容
や
県
の
動
向
等
に
も

注
目
し
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
て
適
切
な

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

若
者
が
未
来
を
描
け
る
よ
う
に

問
立
原　

若
者
が
夢
を
持
て
る
よ
う
な
、

未
来
を
描
け
る
よ
う
な
ま
ち
に
で
き
る
よ

う
に
政
策
を
展
開
し
て
ほ
し
い
が
、
市
長

の
考
え
は
。

答
市
長　

本
市
と
し
て
も
、
若
い
世
代

が
海
外
だ
け
で
は
な
く
、
鹿
嶋
市
を
目
指

す
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
は
必
要
。
本
市
の

基
幹
産
業
が
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
お

り
、
洋
上
風
力
発
電
を
核
と
し
た
新
産
業

の
育
成
、
そ
し
て
振
興
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
鹿
嶋
市
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
さ
ら
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

小
こ

池
いけ

  みよ子
こ

 議員

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
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ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
進
捗
は

問
山
口　

地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
を
適
切
か
つ
迅
速
に
推
進
し
、

全
て
の
住
民
が
そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る

が
、
市
民
の
暮
ら
し
の
向
上
の
た
め
の
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
の
方
針
と
進
捗
に
つ
い

て
伺
う
。

答
市
長　

電
子
申
請
の
導
入
や
主
に
公

共
交
通
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
の
検
討
な
ど
を
現
在
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
な
市
役
所
の
構
築
が
急
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
の
組
織

改
編
に
よ
り
、
市
長
直
轄
の
部
署
と
し
て

Ｄ
Ｘ
行
財
政
改
革
推
進
室
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
た
。
こ
の
推
進
室
を
中
心
に
、「
無

理
・
無
駄
・
む
ら
」
を
「
や
め
る
・
減
ら
す
・

変
え
る
」
と
い
う
方
針
の
下
、
市
民
の
た

め
に
な
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
の
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
検
証

問
山
口　

昨
年
９
月
、
市
内
事
業
者
、

市
民
の
生
活
を
支
援
す
る
目
的
で
発
売
を

さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
検
証
に
つ

い
て
伺
う
。

答
緊
急
経
済
対
策
担
当
参
事　

経
済
効

果
と
し
て
、
消
費
喚
起
に
ど
の
程
度
影
響

が
あ
っ
た
か
な
ど
を
数
値
化
す
る
こ
と
は

現
状
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
直
接

消
費
額
で
約
２
億
５
０
０
０
万
円
、
さ
ら

に
小
規
模
店
で
の
消
費
に
全
体
の
約
６
割

が
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
特
に

地
元
の
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

物
価
高
騰
へ
の
対
応
策
を

問
山
口　

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
の
第
２
弾

を
提
案
す
る
が
、
い
か
が
か
。

答
緊
急
経
済
対
策
担
当
参
事　

事
業
費

を
全
て
国
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
交
付
金
で

賄
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
同

様
の
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
か
ど
う
か
は

現
段
階
で
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

国
や
県
か
ら
活
用
さ
れ
る
交
付
金
が
示
さ

れ
れ
ば
、
第
２
弾
に
つ
い
て
は
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
進
捗
は

問
飯
塚　

市
で
は
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
の
建
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
新
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
市
長　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
関

し
て
は
現
在
本
市
を
含
め
た
関
係
者
で
協

議
、
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
令
和
５

年
度
当
初
予
算
で
新
ス
タ
ジ
ア
ム
を
核
と

し
た
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
実
行
可
能
性
調

査
に
係
る
費
用
を
計
上
し
て
お
り
、
鹿
島

神
宮
を
核
と
し
た
エ
リ
ア
に
加
え
、
新
ス

タ
ジ
ア
ム
を
核
と
し
た
エ
リ
ア
を
本
市
の

新
し
い
顔
と
し
て
整
備
し
、
鹿
行
地
域
や

県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な

エ
リ
ア
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
ス
タ
ジ
ア
ム
の
活
用
は

問
飯
塚　

現
在
の
ス
タ
ジ
ア
ム
は
今
後

ど
う
な
る
の
か
。

答
政
策
企
画
部
長　

現
在
の
カ
シ
マ

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
県
立
で
あ
る

た
め
、
県
が
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う

べ
き
か
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
県
と
敷
地
を
含
め
て
の
協
議

を
行
い
、
市
に
と
っ
て
有
利
な
活
用
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

東
関
道
の
鹿
嶋
延
伸
は 

問
飯
塚　

新
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ア
ク
セ
ス

に
も
大
き
く
関
わ
る
東
関
東
自
動
車
道
の

鹿
嶋
延
伸
に
つ
い
て
、
東
関
東
自
動
車
道

整
備
の
こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
市
整
備
部
長　

昭
和
62
年
９
月
、

国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
の
改
正

に
伴
い
、
東
関
東
自
動
車
道
鹿
島
線
は
、

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
と
し
て
水
戸
市

ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
の

鹿
島
町
は
、
そ
れ
ま
で
の
終
点
か
ら
主
た

る
経
過
地
へ
と
変
更
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

近
年
の
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
進
捗

状
況
は
、
平
成
30
年
２
月
に
鉾
田
Ｉ
Ｃ
か

ら
茨
城
空
港
北
Ｉ
Ｃ
の
８
・
８
km
の
区
間

が
開
通
し
、
潮
来
Ｉ
Ｃ
か
ら
鉾
田
Ｉ
Ｃ
の

30
・
９
km
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
か
ら
８
年
に
開
通
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

山
やま

口
ぐち

  哲
てつ

秀
ひで

 議員

飯
いいつか

塚  俊
と し お

雄 議員

質
問
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　意見書
ヒートポンプ給湯器等の低周波音による
健康被害の対策向上に係る意見書

【意見書の提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、
  　　国土交通大臣、環境大臣

　低周波音による苦情相談が年々増える中、消費者庁の消費者安全調査委員会により、
ヒートポンプ給湯器等と健康症状の関連性について調査が実施され、その結果が報告書
としてまとめられました。報告書において、低周波音による健康被害には個人差がある
ものの、不眠、倦怠感、頭痛、吐き気、イライラ、集中力低下などの様々な症状が発症
している事実が公になった。
　その後、消費者庁では、低周波リスク低減のための対策を講じるように関係省庁に協
力を求め、これを受け経済産業省は「家庭用ヒートポンプ給湯器の据付けガイドブック」
を、日本冷凍空調工業会の協力のもと会員各社等への周知を図った。しかし、このガイ
ドブックの内容が設置事業者等に届いていない現状があり、本市の住民を含め、消費者
は低周波音のリスクにさらされている状況にある。
　現在、ヒートポンプ給湯器等は夜間電力の有効活用と温室効果ガスの削減においても
広く世間で活用されている機器であり、ガイドブックに沿った安全かつ適切な設置を確
実に進め、消費者の低周波音による健康被害を未然に防ぐことが重要である。さらに、
低周波音により身体的・精神的な苦痛を味わっている方々に対して、丁寧な対応ととも
にその人体への影響についても解明が求められている。
　よって、国においては下記の事項について適切に取組を進められるよう強く要望する。

記

１．低周波音による消費者被害の未然防止策として関係業界団体等との連携を密に、住
宅業者や設置事業者への「家庭用ヒートポンプ給湯器の据付けガイドブック」の周
知徹底を図ること。

２．消費者安全調査委員会の意見を踏まえ、都道府県単位で専門窓口を設置し、国、都
道府県・市町村相互の連携を強化し、被害者を孤立させない体制を整えること。

３．低周波音による人体への影響について、欧州など諸外国の科学的知見の収集に努め
ると同時に、それら等を駆使して一層の解明に向けた研究を促進すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

令和５年３月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茨城県鹿嶋市議会

3 月14 日  
国に意見書を提出しました！
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と
び
ら
１
１
２
号
掲
載
の
令
和
5

年
度
予
算
は
、
新
市
長
が
誕
生
し
初

の
予
算
編
成
で
す
。
議
会
に
お
い
て

も
全
会
一
致
で
予
算
に
賛
成
し
、
今

後
の
鹿
嶋
市
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。

　
市
議
会
議
員
も
4
月
の
改
選
で
新

た
な
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
広
報
広
聴

委
員
会
も
新
メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
こ
の
と
び
ら

１
１
２
号
で
任
期
終
了
で
す
。
4
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
『
と
び
ら
』
も
市
民
の
皆

様
の
御
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記
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次回定例会の会期日程
は未定です
詳細が決まり次第HP
でお知らせいたします。

─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─
きかせて！あなたの夢

英
語
を
使
っ
て

海
外
で
活
躍

　

自
分
の
将
来
の
夢
は
海

外
で
働
く
こ
と
で
す
。き
っ

か
け
は
父
で
す
。
父
は

鹿
島
港
で
働
い
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
や
っ
て
き
た
人

た
ち
も
い
て
、
そ
の
人
た

ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

す
る
た
め
に
英
語
を
使
っ

て
い
ま
す
。
英
語
が
使
え

る
と
、
日
本
語
が
分
か
ら

な
い
外
国
人
も
案
内
し
た

り
助
け
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
る
、
そ
ん
な
存

在
に
な
り
た
い
の
で
、
毎

日
毎
日
、
英
語
の
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
日
本
に
は
、

た
く
さ
ん
の
海
外
の
方
々

が
来
る
と
予
想
も
さ
れ
て

い
ま
す
。
鹿
嶋
市
に
は
魅

力
的
な
も
の
も
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
観
光
客
が
や
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
鹿
嶋
市
に
は
も
っ
と

国
際
交
流
の
場
や
、
海
外

の
方
と
触
れ
合
え
る
学
生

の
行
事
な
ど
を
た
く
さ
ん

作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

こ
で
み
ん
な
に
色
々
な
国

の
人
た
ち
と
喋
っ
て
、
伝

わ
る
楽
し
さ
、
達
成
感
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
な
っ

て
思
い
ま
す
。

　
海
外
で
働
く
こ
と
が
夢

の
小
川
君
。
夢
は
望
ま
な

け
れ
ば
叶
わ
な
い
と
言
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
夢
を

見
て
、
語
っ
て
、
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
！
（
小
池
・
宇
田
）

高
松
小
学
校
６
年
生

高
松
小
学
校
６
年
生

　
　
　
　
小小お

が
わ

お
が
わ川川  

将将ま
さ
と
し

ま
さ
と
し功功

さ
ん
さ
ん

議 会 Ｔ ＣＯ Ｐ Ｉ Ｓ

トルコ・シリア地震救援金を赤十字社に寄託しました！
　令和５年２月６日にトルコ南部
のシリア国境近くで発生した甚大
な大地震（マグニチュード7.8）に
より約５万7000人以上（４月現在）
が犠牲になり、なお行方が分から
ない人もいます。日本からも国際
緊急援助隊の医療チームが現地で

活動を開始するなど、世界各国か
らも医療支援や緊急物資支援など
が行われています。
　鹿嶋市議会としても救済・支援
を行うため、２月10日に、10万円
の救援金を茨城新聞社を通して日
本赤十字社に送付しました。

㈱茨城新聞社高橋支社長（右）に救援金を
手渡す篠塚議長（中央）と山口副議長（左）

次号の｢とびら｣は令和５年８月１日発行 予定です


